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音楽のまちゆざわ推進協議会音楽のまちゆざわ推進協議会はは発足発足1010年目年目をを迎えました！迎えました！
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問 音楽のまちゆざわ推進協議会事務局(生涯学習課社会教育班内☎73-2163)
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議
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で
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楽
事
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「
月
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コ
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」
は
、
平
成
29
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
、
令
和
６
年
５
月
に
は
来
場
者
が
１
万
人
を
達
成
す
る
と
と

も
に
、
同
年
11
月
に
は
開
催
１
０
０
回
目
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

気
軽
に
音
楽
に
触
れ
ら
れ
る
場
と
し
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多
く
の
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さ
ん
に
親
し

ま
れ
て
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す
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
多
彩
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

未来未来へへ彩り彩りをを

協議会特別企画コンサート

　国内外で活躍する声楽家であり、湯沢市　国内外で活躍する声楽家であり、湯沢市

ふるさと応援大使であるふるさと応援大使である中中
ちゅうちゅう

鉢鉢
ばちばち

聡聡
さとしさとし

氏を招いた氏を招いた

コンサートやJAZZコンサートなど、質のコンサートやJAZZコンサートなど、質の

高い音楽に触れる機会を創出しています。高い音楽に触れる機会を創出しています。

音まちJAZZライブ音まちJAZZライブ

音楽イベントへの協力

　「音楽のまち“ゆざわ”」を象徴する「サマー　「音楽のまち“ゆざわ”」を象徴する「サマー

ミュージックフェスティバル」や「スプリミュージックフェスティバル」や「スプリ

ングミュージックフェスティバル」などのングミュージックフェスティバル」などの

市内の音楽イベントに積極的に協力し、地市内の音楽イベントに積極的に協力し、地

域の音楽文化の振興に貢献しています。域の音楽文化の振興に貢献しています。

スプリングミュージックフェスティバルスプリングミュージックフェスティバル

月イチ♪コンサート月イチ♪コンサート

　音楽を気軽に楽しめる場をつくること　音楽を気軽に楽しめる場をつくること

を目的に、市役所本庁舎１階の市民ロビーを目的に、市役所本庁舎１階の市民ロビー

を会場に開催しています。を会場に開催しています。

スプリングコンサートスプリングコンサート

出前コンサート

　「月イチ♪コンサート」を市内全域に届　「月イチ♪コンサート」を市内全域に届

ける取り組みとして、地域に出向いてのける取り組みとして、地域に出向いての

コンサートを実施しています。コンサートを実施しています。

出前コンサートin院内出前コンサートin院内

家庭教育支援チームとの合同演奏会

　家庭や地域における教育活動と連携し、　家庭や地域における教育活動と連携し、

親子で楽しめる音楽イベントを開催して親子で楽しめる音楽イベントを開催して

います。います。

子どものための音楽会子どものための音楽会

ラジオによる情報発信

　小学生から大人までの奏者の皆さんに　小学生から大人までの奏者の皆さんに

出演いただき、音楽の魅力を幅広く伝え出演いただき、音楽の魅力を幅広く伝え

ています。ています。

音まちラジコン音まちラジコン

音
楽
の
ま
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推
進
協
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10
年



55
2026.07

44
2026.07 音楽のまち“ ゆざわ” サマーミュージックフェスティバル実行委員会 ( ☎ 72-2121)

　詳細はYuzawARTホームページ(https://yuzawart.

com/events/smf2026)をご覧ください。

■入場料

　（中学生以上） 800円（当日1,000円）

■入場券販売所

　秋田エプソンゆざわホール、雄勝文化会館

8月9日日／午後1 時 開演日  時
（午後０時30分開場）

フェスティバル合唱団（中高生一般）

フェスティバルキッズ（小学生）

フェスティバルバンド（中高生一般）

秋田県立稲川支援学校　 ほか

出 演

織
お り

田
た

 浩
こ う

司
じ

（オリタ ノボッタ）(サキソフォン奏者)

アトリオン少年少女合唱団
ゲスト

◇日　時　8月5日㈬／午後７時開演（午後６時30分開場）

◇場　所　市役所本庁舎　１階市民ロビー

◇出　演　アンディサイデッドJAZZカルテット＆ボーカル

▲昨年のフェスティバルバンド 秋田エプソンゆざわホール場  所
( 湯沢文化会館 )

入場無料サマーミュージックフェスティバル2026 プレイベント 七夕の調べ

音楽のまち“ ゆざわ”

サマーミュージックフェスティバル 2026

サマーミュージックフェスティバル、プレイベントに関するお問い合わせはこちら

　音楽は、演奏者と聴いてくださる聴衆の
皆さんの心をつなぎます。音楽があふれる
街！湯沢は、訪れるたびになんだか懐かし
い…そして、心地よい素敵な街です。いつ
も里帰りのような気持ちになります。今年
の夏も楽しみにしています。

サキソフォン奏者
BIG HORNS BEE（米米CLUB）
音楽のまち“ゆざわ”音楽大使

織田 浩司（オリタ  ノボッタ）さん

Guest Comment

YuzawART
ホームページ

　詳細はYuzawARTホームページ

(https://yuzawart.com/events/

tanabata2026)をご覧ください。

YuzawARTホームページ▶
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な
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を
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ら
し
て
い
ま
す
。
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和
３
年
度
か
ら
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催
し
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い
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や
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年
３
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に

開
催
し
た
「
ス
プ
リ
ン
グ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
で
は
、
湯
沢
市
に
ゆ
か
り
の
あ

る
市
外
・
県
外
の
音
楽
愛
好
者
が
集
い
、
音
楽
を
通
じ
た
新
た
な
交
流
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
関
係
人
口
の
創
出
・
拡
大
の
観
点
か
ら
も
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
毎
月
開
催
し
て
い
る
「
月
イ
チ
♪
コ
ン
サ
ー
ト
」
で
も
県
外
か
ら
の
出
演
申
し
込
み

が
あ
り
、
本
市
の
音
楽
文
化
は
着
実
に
市
外
へ
と
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
台
湾
の
児
童
生
徒
が
サ
マ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
出
演
し
た
こ
と

を
き
っ
か
け
に
、
台
湾
と
の
交
流
も
始
ま
り
、
文
化
交
流
の
一
端
を
担
う
な
ど
国
際
的
な
広
が

り
も
見
せ
て
い
ま
す
。

県外音楽家が感じた、音楽のまち“ゆざわ”

音楽のまち“ ゆざわ” は、これからも人と人をつなぎ、音楽のまち“ ゆざわ” は、これからも人と人をつなぎ、

地域を彩る存在として歩み続けます地域を彩る存在として歩み続けます

音楽のまちゆざわ
推進協議会 事務局
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音
楽
の
ま
ち
宣
言
を
す
る
と
知
ら
さ
れ
た

と
き
、
戦
後
の
混
乱
の
中
、
ゆ
ざ
わ
の
街
を

ウ
イ
ー
ン
の
よ
う
に
音
楽
で
あ
ふ
れ
る
街
に

し
よ
う
と
熱
く
語
り
合
っ
た
若
者
た
ち
が
居

た
と
い
う
話
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
そ
の
土

壌
が
こ
の
街
に
は
あ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　「
日
常
的
に
市
民
の
皆
さ
ん
が
音
楽
を
楽

し
め
る
機
会
」
や
「
湯
沢
市
を
離
れ
た
子
ど

も
た
ち
が
、
音
楽
を
通
し
て
集
え
る
場
が

も
っ
と
ほ
し
い
」
と
感
じ
た
こ
と
が
、
音
楽

の
ま
ち
〝
ゆ
ざ
わ
〟
づ
く
り
の
土
台
に
あ
り

ま
し
た
。

　
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
活
動
を
重
ね

て
い
く
と
、
コ
ン
サ
ー
ト
を
楽
し
み
に
待
っ

て
く
れ
て
い
る
出
演
者
や
お
客
様
が
多
く
な

り
、
こ
の
活
動
を
い
つ
ま
で
も
続
け
て
ほ
し

い
と
口
を
そ
ろ
え
て
話
さ
れ
る
ま
で
に
な
り

ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
応
援
を
力
に
「
音
楽
は
人
の
心

を
動
か
し
、
生
活
を
豊
か
に
す
る
も
の
」
と

い
う
思
い
を
持
ち
続
け
て
、
こ
れ
か
ら
も
こ

の
活
動
を
さ
ら
に
前
へ
と
進
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

思
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見
せ
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音
楽
の
ま
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ざ
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音楽のまち“ ゆざわ” 熱烈なファン

　サマーミュージックフェスティバルや、10年目を

迎えた「月イチ♪コンサート」には、毎回楽しみに

足を運んでくださる方も多く、温かい声が寄せられ

ています。今回は、そんな公演に思いを寄せてくだ

さっている方の声をご紹介します。

　会場を埋め尽くす多くの市民。

そこに心ときめく音楽が広がる。

　卓越した演奏の数々に胸を打た

れ、懐かしい曲でも然
しか

り。

　光溢れる市役所ロビ－は、ほど

良いスぺースで音の響きも心地よ

く、音楽のまち“ゆざわ”スタッフ

の優しさにあふれる対応により素

晴らしいコンサートホールに生ま

れ変わる。

　その場に流れる音楽に身をゆだ

ね、至福の時間を過ごしている。

石石
い しい し

田田
だだ

  晴晴
は るは る

夫夫
おお

 さん さん

湯沢市ふるさと応援大使

鈴
す ず

木
き

 英
え い

史
じ

 さん

作曲家（湯沢市民歌作曲者）

　
東
京
生
ま
れ
東
京
育
ち
の
自
分
が
、
ゆ

ざ
わ
に
関
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
音
楽

を
通
じ
て
。
文
化
、
伝
統
、
人
と
の
関
わ
り
、

人
生
で
大
切
な
こ
と
を
学
ん
だ
の
も
、
ゆ

ざ
わ
と
ゆ
ざ
わ
の
音
楽
を
通
し
て
。

　
こ
の
文
化
芸
術
が
、
ゆ
ざ
わ
を
大
い
に

魅
力
的
な
環
境
に
し
て
い
ま
す
。

　
い
ま
や
日
本
の
音
楽
関
係
者
に
ゆ
ざ
わ

の
名
前
は
確
実
に
イ
ン
プ
ッ
ト
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
ふ
だ
ん
生
き
て
い
る
と
気
づ
か
な
い
素

晴
ら
し
さ
、
そ
れ
が
伝
統
、
魅
力
、
ア
ピ
ー

ル
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
す
ま

す
の
普
段
通
り
の
伝
統
を
育
ん
で
い
っ
て

く
だ
さ
い
ま
せ
。

音
楽
の
ま
ち〝
ゆ
ざ
わ
〟の
魅
力

　
地
元
で
あ
る
神
奈
川
県
を
中
心
に
活
動
し
て
い

ま
す
が
、
旅
好
き
で
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
も
全
国

各
地
で
演
奏
活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
音
楽
の
ま
ち〝
ゆ
ざ
わ
〟に
初
め
て
お
伺

い
し
ま
し
た
が
、
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
く
だ
さ
る

皆
さ
ま
に
心
を
打
た
れ
ま
し
た
。
機
会
が
あ
れ
ば

ま
た
ぜ
ひ
出
演
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

〝
ゆ
ざ
わ
〟
と
の
出
会
い

バイオリン奏者

五
ご

味
み

 俊
と し

哉
や

 さん
（神奈川県鎌倉市在住）

鎌倉交響楽団コンサートマスター

３月の月イチ♪コンサート ひなまつりコンサート 出演

オカリナ製作者・奏者

千
ち

葉
ば

 稔
みのる

 さん
（千葉県千葉市在住）

　
父
の
故
郷
で
あ
る
湯
沢
で
オ
カ
リ
ナ
演
奏
で
き

た
ら
…
と
い
う
以
前
か
ら
の
願
い
を
、
月
イ
チ
コ

ン
サ
ー
ト
で
叶
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ス
タ
ッ

フ
の
か
た
が
た
は
手
際
よ
く
親
切
で
、
気
持
ち
良

く
演
奏
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
音
楽
の
ま
ち

〝
ゆ
ざ
わ
〟、
こ
れ
か
ら
も
応
援
し
て
お
り
ま
す
！

父
の
故
郷
で
音
楽
を

５月の月イチ♪コンサート わかばのコンサート 出演


